
国 語 科 現 代 文 シ ラ バ ス ２ 単 位 普 通 科 第 ３ 学 年 １ ． ２ 組
年 間 の 到 達 目 標 近 代 以 降 の 様 々 な 文 章 を 読 む 能 力 を 高 め る と と も に 、 物 の 見 方 、 感 じ 方 、 考 え 方 を 深 め 、 進 ん で 表 現 し 読 書 す る こ と に よ っ て 人

生 を 豊 か に す る 態 度 を 育 て る 。

教 科 書 ･副 教 材 等 改 訂 版 高 等 学 校 現 代 文 （ 第 一 学 習 社 ） 新 総 合 図 説 国 語 （ 東 京 書 籍 ）
学

期 月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

評 論 （ 一 ） ・ 今 ま で や っ て き た 評 論 を 読 み 解 く 技 術 で 、 論 理 的 な 文 章 の 構 成 を よ り
・ 誘 惑 す る 情 報 的 確 に 把 握 し 、 内 容 を 理 解 す る 。

４ ・ 未 来 世 代 へ の 責 任 段 落 分 け や キ ー ワ ー ド を 抜 き 出 す こ と が で き る 。

・ 読 解 し た 内 容 を 自 分 の 内 面 や 社 会 の 見 方 に 反 映 さ せ る こ と が で き る 。
小 説 （ 一 ） ・ 今 ま で の 小 説 の 読 み 方 と は 異 な る 読 み 方 を す る 作 品 に 関 心 を 持 ち 、 読

５ ・ 棒 解 力 を 高 め る 。

・ ウ サ ギ ・ 主 人 公 を 含 む 登 場 人 物 の 人 物 像 を 具 体 的 に 捉 え る こ と が で き る 。
・ 作 品 に お け る 「 寓 意 」 に つ い て 考 え 、 そ こ か ら こ の 小 説 の 主 題 を 導 き

Ⅰ 出 す こ と が で き る 。

・ ウ サ ギ の 象 徴 性 を 考 え 、 人 間 の 死 生 の 問 題 に つ い て 、 こ の 小 説 か ら の
メ ッ セ ー ジ を 受 け 取 る こ と が で き 、 自 分 な り の 生 の 意 味 を 考 え る こ と

が で き る 。

中 間 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材

評 論 （ 二 ） ・ 筆 者 の 問 題 提 起 を 自 分 の 問 題 と し て 受 け 止 め 、 主 体 的 に 読 解 で き る 。
６ ・ テ ク ノ ロ ジ ー と の つ き あ い 方 ・ 段 落 構 成 に 意 識 を 持 ち 、 全 体 の 論 理 展 開 が で き る 。

詩 ・ 筆 者 の 結 論 か ら 、 自 分 の 生 活 を よ り 大 き な 視 点 か ら 省 み る こ と が で き

・ 足 と 心 冬 の 日 自 然 の 背 後 に 隠 れ て 居 る る 。
７ ・ 詩 を 音 読 し 、 リ ズ ム や 語 幹 な ど の 効 果 を つ か む 。

・ 詩 特 有 の 言 い 回 し 、 詩 形 、 イ メ ー ジ へ の 連 鎖 を つ か む 。

期 末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材

評 論 （ 三 ） ・ 文 章 全 体 の 論 理 構 成 を 把 握 し 、 筆 者 の 主 張 を 理 解 す る こ と が で き る 。
９ ・ 身 体 の 個 別 性 ・ 具 体 例 に よ り 示 さ れ る 事 柄 が 、 ど の よ う な 抽 象 概 念 を 説 明 し て い る か

理 解 す る こ と が で き る 。
小 説 （ 二 ） ・ 優 れ た 文 学 作 品 の 鑑 賞 の し か た を 学 ぶ 。

10 ・ 舞 姫 ・ 文 体 ・ 修 辞 な ど を 学 び 、 言 語 感 覚 を 磨 く 。

明 治 文 語 体 に 慣 れ る 。

中 間 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材

小 説 （ 三 ） ・ 書 簡 体 小 説 の 特 徴 を 知 る 。
Ⅱ 11 Ｋ の 昇 天 － 或 は Ｋ の 溺 死 ・ 登 場 人 物 や 舞 台 、 人 物 関 係 な ど に つ い て 、 少 な い 情 報 か ら 読 み 取 れ る

能 力 を 養 う .
評 論 （ 五 ）

12 癒 し と し て の 死 の 哲 学 ・ 哲 学 ・ 思 想 的 な 用 語 や 言 葉 遣 い を 含 む 文 章 に 慣 れ 、 語 意 力 ・ 読 解 力 の

幅 を 広 げ る こ と が で き る 。

・ わ か り に く い 表 現 を 、 前 後 の 文 脈 に あ る 言 葉 と の 関 係 か ら 理 解 す る 力
を 養 う 。

期 末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材
評 論 （ 四 ） ・ 例 示 と 説 明 ・ 意 見 と の 関 係 や 、 対 比 ・ 類 比 の 表 現 に 着 眼 で き る 。

１ ・ 句 を 切 る ・ 俳 句 特 有 の 方 法 で あ る 「 切 れ 」（「 切 れ 字 」 を 含 む ） の 働 き を 理 解 す
る 。

・ 実 際 に 俳 句 を 作 っ て み て 、 互 い に 鑑 賞 す る 力 を 養 う 。

学 年末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材 １ 年 間 の 学 習 成 績 を 総 合 し て 年 間 の 成 績 と す る
評 価 の 観 点 内 容 評 価 方 法

関 心 ・ 授 業 中 、 興 味 ・ 関 心 を 持 っ て 臨 ん で い る か 。 ・ 授 業 に 対 す る 姿 勢 や 態 度 。
意 欲 ・ 授 業 に 対 し て 積 極 的 に 参 加 し よ う と し て い る か 。 ・ 提 出 物 の 完 成 度 と 提 出 状 況 。

態 度 ・ 熱 心 に 取 り 組 む 姿 勢 が 見 ら れ る か 。 ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 な ど の 課 題 の 完 成 度 と 提 出 状 況 。

話 す ・ ・ 自 分 の 考 え を 的 確 に ま と め て 相 手 に 伝 え る こ と が で き る ・ 授 業 中 に 指 名 さ れ た 際 の 答 え 方 。

か . ・ 発 表 の 際 の 説 明 の 仕 方
聞 く ・ 相 手 の 話 を 真 剣 に 聞 き 、 相 手 の 伝 え た い こ と を 的 確 に つ ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 の 課 題 の 完 成 度 。

能 力 か め る か . ・ 授 業 態 度 。

・ 聞 き 書 き が 的 確 に で き る か 。

書 く 能 力 ・ 自 分 の 考 え を 的 確 に ま と め 、文 章 に す る こ と が で き る か 。 ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 な ど の 課 題 の 完 成 度 。

・ 正 し い 日 本 語 で 文 章 を 書 く こ と が で き る か 。 ・ 定 期 考 査 に お け る 説 明 ・ 論 述 問 題 。

読 む 能 力 ・ 目 的 に 応 じ て 様 々 な 文 章 を 正 し く 読 み 、 内 容 を 読 み 取 る ・ 教 材 の 朗 読 。

こ と が で き る か 。 ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 な ど の 課 題 の 完 成 度 。
・ 正 確 な 発 音 で 美 し く 読 む こ と が で き る か 。 ・ 定 期 考 査 。

知 識 理 解 ・ 学 習 し た 内 容 が 正 し く 理 解 さ れ 、 知 識 と し て 身 に 付 い て ・ 定 期 考 査

い る か ・ 授 業 で の 小 テ ス ト

・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 等 の 課 題 の 完 成 度


